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   定期監査の着眼点 

 

１ 収入事務 

(1) 徴収事務 

ア 納入の通知は、適正に行われているか。 

イ 納期限の設定は適切か。 

ウ 納入通知書の発行が遅延しているものはないか。 

エ 延納、分納及び徴収停止の措置は適正か。 

オ 過誤納金の還付手続きは適正に行われているか。 

 

２ 支出事務 

(1) 支出全般 

ア 違法、不当な支出又は不経済な支出はないか。 

イ 支出負担行為は、法令等に違反していないか。 

ウ 支出決定は、正当な権限者により行われているか。 

エ 支払は正当な債権者のためのものであるか。また、支払期限は守られて

いるか。 

オ 支出の特例による支払方法（資金前渡、概算払、前金払、繰替払等）及

び精算等の手続きは、法令等に定めるところにより適時、適正に行われて

いるか。 

(2) 旅費の支出 

ア 旅費計算は、最も経済的な通常の経路により行われているか。 

イ 目的、期間、時期、人員等、必要性が明確でない、又は乏しい旅費の支

出はないか。 

 

３ 契約事務 

(1) 契約の方法及び手続 

ア 入札による場合、その方法及び手続は適正か。 

イ 随意契約による場合、その理由は適正か。 

ウ 随意契約による場合、原則として２者以上の者から見積書を徴してい

るか。また、例外的に１名の者から見積書を徴するときは、その理由は適
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正か。 

(2) 契約の締結 

ア 契約書、見積書等関係書類及び帳簿は確実かつ的確に整備されているか。

また、これらの内容は適正か。 

イ 収入印紙は、契約金額に応じて貼付され、かつ、消印されているか。 

ウ 契約金額、契約目的、履行の期限及び場所、契約保証、危険負担、遅延

違約金、前払金、概算払等の特約その他契約の内容は適切か。 

 

４ 財産管理事務 

(1) 物品 

ア 物品の購入は、計画的かつ効率的に行われているか。 

イ 物品の購入手続は適法か。また、物品の価格、規格は適正か。 

ウ 物品は、正しく分類整理されているか。また、備品管理シールなどは、

正確に貼付されているか。 

(2) 貯蔵品 

ア 購入単価は適正か。 

イ 分割購入等のため不経済となっているものはないか。 

ウ 購入による受入記録は入庫伝票と一致するか。 

エ 在庫現在高は帳簿残高と一致しているか。 

 


